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研究成果の概要（和文）： 本研究課題では日本、中国、韓国に残る装飾料紙を使用した書の作品について、その書の
特徴の詳細を調査・データ化するとともに、料紙の科学的分析を行なうことを目的としている。国内外の関連作品のデ
ータ収集を基礎にして、作品調査を行い、さらに文学的・歴史的研究も進めてきた。それらの調査結果はデジタルデー
タで蓄積し、東京国立博物館で開催した特別展「和様の書」に活用しながら、研究成果報告書を作成し公開している。

研究成果の概要（英文）：This project dealt with examples of calligraphic works on decorative paper preserv
ed in Japan, China, and Korea, to study the details of the calligraphy styles and to conduct scientific an
alysis of the decorative papers. Work investigation was conducted on the basis of the data collection of a
 related work in and out of Japan, and literary / historical research has also been advanced further. The 
research results are now accumulated in digital format, being beneficial to special exhibition activities 
"Wayo no sho" at Tokyo National Museum. A research report has been published for public use as well.
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１．研究開始当初の背景 
 東京国立博物館で開催した特別展「書の至
宝―日本と中国」(平成 18 年)では、18 万
あまりの人が来館し、書への関心を持つ人
が増加する傾向にあった。しかし、あいか
わらず書の鑑賞の方法がわからないという
声も多かった。書の鑑賞のポイントとなる文
字の美しさ(書の特徴)と書かれた紙の装飾
(料紙装飾)、この２点を綿密に調査し分析す
ることは書の理解や鑑賞を深めるのみなら
ず、書道史の発展につながるものとして研
究課題の中心にすえた。 
 すでに平成 19～21 年度、科学研究費補
助金・基盤研究(B)「東アジアの書道史にお
ける料紙と書風の基礎的研究」の助成を受
け、書(文字)の特徴の分析、料紙の科学的
分析、などを各分担者・協力者が担当する
総勢 10 名のチームを立ち上げていた。本
研究課題では、その基礎データをもとにさ
らに発展させて、調査対象を古筆(平安～鎌
倉時代に主に和歌を書写した筆跡)から、古
写経や書状などに広げ、調査内容も文学
的・歴史的分析を行なうなど、総合的な調
査分析を目指した。 
 
２．研究の目的 
 料紙に装飾がほどこされた古筆、写経(装飾
経)を中心とする書の作品について、一字一字
の書の特徴を調査するとともに、料紙装飾に
関する科学的調査、書かれた内容に関する文
学的・歴史的調査などを実施する。個別の作
品を人文・自然諸科学の方法によって総合的
に分析し、歴史的に位置付け、文化史的意義
を明らかにすることを目的とする。 
 前研究課題で蓄積した古筆に関する基礎
的データをもとに、本研究課題では、分割さ
れて断簡となった古筆切の所在を調査する
など、歴史的社会的分析も実施し、総合的に
把握することにつとめる。また、調査対象を
追加し、写経(装飾経)や宸翰(天皇の書)なども
調査を進める。以上の作品のうち、中国や韓
国、アメリカ・ヨーロッパに所在のものにつ
いても、その所在を確認するとともに現地調
査を実施する。 
 
３．研究の方法 
 まずは東京国立博物館や京都国立博物館、
九州国立博物館が所蔵する対象作品の総合
的調査を実施する。この三館については日頃
の協力体制が整っており、調査によって取得
した画像は、それぞれインターネット上で迅
速に公開することができる。それと同時に、
日本国内、海外にちらばる対象作品の所在を
確認する。所在の確認できた作品から順次調
査を行い、調査・分析結果をデータ化する。
東京国立博物館が所蔵する写本・版本などの
関連資料のデータ化とあわせて総合的に考
察を行い、その成果を展覧会や出版物、イン
ターネットで公開できるよう準備を進める。 
 

４．研究成果 
 装飾料紙を用いた古筆・写経を中心に、国
内外に所在する対象作品リストを整備し、リ
ストをもとに調査を進めた。 
とくに東京国立博物館は数多くの関連作
品を所蔵しており、本課題で対象となる装飾
料紙作品のリストを作成し、作品調査と調査
結果のデータ化を行なった。ほかに国内では、
京都国立博物館、九州国立博物館、京都・陽
明文庫、奈良・大和文華館、広島・ふくやま
書道美術館、同・筆の里工房等へ出張し作品
調査を行なった。許可の出た作品に関しては、
東京国立博物館内部での調査と同様に、顕微
鏡による料紙の拡大画像の撮影を行い、デー
タの充実を図った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
(料紙の文様を確認するために、斜めより撮影) 
 
海外ではアメリカ・クリーブランド美術館、
同・ホノルル美術館、同・サンフランシスコ
アジア美術館、フランス・ギメ美術館、スイ
ス・リートベルク博物館、中国・香港芸術館、
同・銀雀山竹簡博物館、同・臨沂市博物館、
同・鄒県博物館、同・山東省博物館、台湾・
国立故宮博物院等に収蔵されている作品に
ついて、デジタル写真撮影と、作品の筆跡お
よび料紙に関する調査を実施した。 
以上の調査結果より得られた成果を、東京
国立博物館において、総合文化展本館3室(仏
教の美術、宮廷の美術)の展示(4 年間合計 78
回)や、特集陳列「写された書」(平成 24 年 5
月 22 日～6月 24 日、於：本館特別 1室)、特
集陳列「和様の書―近現代篇」(平成 25 年 7
月 13 日～9 月 8 日、於：平成館企画展示室)
でわかりやすく紹介した。また、本研究成果
を基礎にして企画を行なった特別展「和様の
書」(平成 25 年 7月 13 日～9月 8日、於：東
京国立博物館平成館特別展示室)では、装飾
料紙が一覧できるようなパネル展示を行な
い、特別展に関連する印刷物(図録『和様の
書』平成 25年 7月発行)においても本研究成
果を発表した。さらに、広島・筆の里工房で
開催の特別展「よみがえる王朝のみやび」(平
成 24 年 9 月 23 日～11 月 4 日)には特別協力
として、本研究成果を図録や展示で公開した。 
そのほか、東京国立博物館のホームページ
「1089 ブログ」の「書を楽しむ」シリーズに
おいて、成果を公開した(平成 23 年 10 月～
平成 25 年 3月、合計 34回)。最終年度には、
報告出版物として『料紙と書』(思文閣出版、
平成 26 年 3月発行)を作成し、調査によって
得られた装飾料紙の画像集成と、研究代表
者・研究分担者・研究協力者による個別研究

 



の成果を掲載した。 
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